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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）の協調方法
、装置、及びシステムを提供する。
【解決手段】自己組織化ネットワーク機能の協調パラメ
ータを取得するステップＳ１１０及び当該協調パラメー
タに従って、自己組織化ネットワーク機能の実行を調整
するステップＳ１２０を備える。協調パラメータは、現
在のＳＯＮ機能の実行前に取得され、ＳＯＮ機能の実行
を調整するために用いることが可能となる。協調スター
トアップ、協調監視、及び協調終了等の、複数の方法が
含まれる。協調パラメータは、他のＳＯＮ機能に由来し
てもよく、また、ネットワークにより予め設定されたデ
ータ又はオペレータにより設定されたデータに由来して
もよい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）協調方法であって、
　ＳＯＮ協調装置により、ＳＯＮ機能の実行前に協調パラメータを取得するステップと、
　前記ＳＯＮ協調装置により、前記協調パラメータに従って、前記ＳＯＮ機能の前記実行
を協調させるステップと、
　前記ＳＯＮ協調装置により、前記ＳＯＮ機能の前記実行が終了した後に、前記ＳＯＮ機
能の前記実行の結果又は状態を返すステップ又は通知するステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記協調パラメータは、前記ＳＯＮ機能の前記実行により生じる条件又は達成される目
標を示すために用いられる目標値を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記目標値は、ネットワークの主要性能指標（ＫＰＩ）に対応する、請求項２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記ＳＯＮ機能の前記実行を協調させる前記ステップは、
　前記ＳＯＮ機能が開始された後に前記ＫＰＩを監視するステップと、
　前記ＳＯＮ機能の前記実行が、前記ＫＰＩが前記目標値又は前記目標値の閾値よりも低
いことをもたらした場合、前記ＳＯＮ機能の前記実行を停止するステップ又は他のＳＯＮ
機能を開始するステップと、
　を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＳＯＮ機能の前記実行を協調させる前記ステップは、
　前記ＳＯＮ機能の前記実行が停止した場合、又は他のＳＯＮ機能が開始した場合、前記
ＳＯＮ機能の前記実行前のネットワーク設定及びネットワーク状態を復元するステップを
更に含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記協調パラメータは、
　前記ＳＯＮ機能の前記実行に影響を与えるパラメータ、パラメータ変更値、又は変更さ
れたパラメータ値を提供するために用いられる協調パラメータ値を含む、請求項１から５
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記協調パラメータ値は、以前のＳＯＮ機能の実行により変更されたパラメータ又は以
前のＳＯＮ機能の実行により変更されたパラメータの変更値を含む、請求項６に記載の方
法。
【請求項８】
　前記協調パラメータは、
　前記ＳＯＮ機能と他のＳＯＮ機能との間の実行順序を示すために用いられる実行順序を
含む、請求項１から７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記協調パラメータは、
　前記ＳＯＮ機能の実行範囲を示すために用いられる範囲を含む、請求項１から８のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記範囲は、他のＳＯＮ機能の実行後に変更されるエリアの情報を含む、請求項９に記
載の方法。
【請求項１１】
　前記範囲は、前記ＳＯＮ機能の前記実行前に実行するＳＯＮ機能により変更されるエリ
アの情報を含み、前記ＳＯＮ機能が協調的に開始された場合、前記ＳＯＮ機能は、前記範
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囲において実行する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記協調パラメータは、
　前記ＳＯＮ機能の開始時及び／又は実行時間を示すために用いられる時間を含む、請求
項１から１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記協調パラメータは、
　前記ＳＯＮ機能の前に実行する他のＳＯＮ機能の実行状態を提供するために用いられる
状態値を含む、請求項１から１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記実行状態は、成功、失敗、又は実行中を含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）協調装置であって、
　ＳＯＮ機能の実行前に協調パラメータを取得する手段と、
　前記協調パラメータに従って、前記ＳＯＮ機能の前記実行を協調させる手段と、
　前記ＳＯＮ機能の前記実行が終了した後に、前記ＳＯＮ機能の前記実行の結果又は状態
を返す手段又は通知する手段と、
　を含む装置。
【請求項１６】
　前記協調パラメータは、前記ＳＯＮ機能の前記実行により生じる条件又は達成される目
標を示すために用いられる目標値を含む、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記目標値は、ネットワークの主要性能指標（ＫＰＩ）に対応する、請求項１６に記載
の装置。
【請求項１８】
　前記ＳＯＮ機能の前記実行を協調させる前記手段は、
　前記ＳＯＮ機能が開始された後に前記ＫＰＩを監視する手段と、
　前記ＳＯＮ機能の前記実行が、前記ＫＰＩが前記目標値又は前記目標値の閾値よりも低
いことをもたらした場合、前記ＳＯＮ機能の前記実行を停止する手段又は他のＳＯＮ機能
を開始する手段と、
　を含む、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ＳＯＮ機能の前記実行を協調させる前記手段は、
　前記ＳＯＮ機能の前記実行が停止した場合、又は他のＳＯＮ機能が開始した場合、前記
ＳＯＮ機能の前記実行前のネットワーク設定及びネットワーク状態を復元する手段を更に
含む、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記協調パラメータは、
　前記ＳＯＮ機能の前記実行に影響を与えるパラメータ、パラメータ変更値、又は変更さ
れたパラメータ値を提供するために用いられる協調パラメータ値を含む、請求項１５から
１９のいずれか１項に記載の装置。
【請求項２１】
　前記協調パラメータ値は、以前のＳＯＮ機能の実行により変更されたパラメータ又は以
前のＳＯＮ機能の実行により変更されたパラメータの変更値を含む、請求項２０に記載の
装置。
【請求項２２】
　前記協調パラメータは、
　前記ＳＯＮ機能と他のＳＯＮ機能との間の実行順序を示すために用いられる実行順序を
含む、請求項１５から２１のいずれか１項に記載の装置。
【請求項２３】
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　前記協調パラメータは、
　前記ＳＯＮ機能の実行範囲を示すために用いられる範囲を含む、請求項１５から２２の
いずれか１項に記載の装置。
【請求項２４】
　前記範囲は、他のＳＯＮ機能の実行後に変更されるエリアの情報を含む、請求項２３に
記載の装置。
【請求項２５】
　前記範囲は、前記ＳＯＮ機能の前記実行前に実行するＳＯＮ機能により変更されるエリ
アの情報を含み、前記ＳＯＮ機能が協調的に開始された場合、前記ＳＯＮ機能は、前記範
囲において実行する、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記協調パラメータは、
　前記ＳＯＮ機能の開始時及び／又は実行時間を示すために用いられる時間を含む、請求
項１５から２５のいずれか１項に記載の装置。
【請求項２７】
　前記協調パラメータは、
　前記ＳＯＮ機能の前に実行する他のＳＯＮ機能の実行状態を提供するために用いられる
状態値を含む、請求項１５から２６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項２８】
　前記実行状態は、成功、失敗、又は実行中を含む、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　請求項１から１４のいずれか１項に記載の方法を実行するプログラムを含むコンピュー
可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術の分野に関連し、そして特に、自己組織化ネットワーク（Ｓｅｌｆ
　Ｏｒｇａｎｉｚｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、ＳＯＮ）の協調方法、装置、及びシステムに
関連する。
【背景技術】
【０００２】
　自己組織化ネットワーク（Ｓｅｌｆ　Ｏｒｇａｎｉｚｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、ＳＯＮ
）は、標準化団体である第３世代パートナーシッププロジェクト（Ｔｈｅ　３ｒｄ　Ｇｅ
ｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ、３ＧＰＰ）の、Ｒ８／９
／１０作業フェーズにおける、重要な標準化の課題的作業である。そして、ＳＯＮの核と
なるアイディアは、ネットワーク計画、利用可能化、最適化、及び保守などといった、段
階的な自動処理により、従来の手動操作の削減及びネットワークオペレータの維持管理費
の削減を行うことである。
【０００３】
　ＳＯＮは、多くの自動化機能の集合である。実際の複数の応用において、ネットワーク
の問題（例えば、トラブルシューティングなど）を解決している場合、或いはネットワー
クを最適化している場合、単一のＳＯＮの機能を呼び出すことが可能であるだけでなく、
より多くの場合、複数のＳＯＮ機能が共同で呼び出され、そして呼び出しの形式は、例え
ば、順次呼び出し、又は並列呼び出しであってもよく、これについては１つの形式には限
定されない。
【０００４】
　複数のＳＯＮ機能の間の同様な動作範囲、同様な動作パラメータ等により、複数のＳＯ
Ｎ機能のそれぞれは、相互協調の問題に直面するかもしれない。例えば、競合が発生し、
ネットワークの問題が繰り返し解決され、そして、ネットワークの性能の劣化は、ユーザ
の使用感に影響を与える。
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【０００５】
　従って、既存のＳＯＮの共同の呼び出しにより生じる相互協調問題を解決するために、
ＳＯＮ協調技術が必要である。
【発明の概要】
【０００６】
　上記の観点から、既存のＳＯＮの共同の呼び出しにより生じる相互協調の問題を解決す
るために、自己組織化ネットワーク協調方法、装置、及びシステムが提供される。
【０００７】
　一態様において、自己組織化ネットワークの協調方法が提供され、当該自己組織化ネッ
トワークの協調方法は：自己組織化ネットワーク機能の協調パラメータを取得するステッ
プ；及び前記協調パラメータに従って、前記自己組織化ネットワークの機能の実行を協調
させるステップを備える。
【０００８】
　別の態様では、記憶部及び制御部を備える自己組織化ネットワーク協調装置が提供され
、前記記憶部はプログラムコードを記憶し、かつ前記制御部は、前記自己組織化ネットワ
ーク協調方法の前記動作を実行するための前記プログラムコードをロードする。
【０００９】
　他の態様において、自己組織化ネットワーク協調装置であって、自己調整ネットワーク
機能の協調パラメータを取得するように構成されるインターフェースモジュール；及び前
記協調パラメータに従って前記自己組織化ネットワーク機能の実行を協調させるように構
成される協調モジュール；とを備える、自己組織化ネットワーク協調装置が提供される。
【００１０】
　他の態様において、前記複数の自己組織化ネットワーク協調装置のうちの一つを含む、
アクセスネットワークノードが提供される。
【００１１】
　他の態様において、前記複数の自己組織化ネットワーク協調装置のうちの一つを含む、
ネットワーク管理ノードが提供される。
【００１２】
　他の態様において、自己組織化ネットワーク協調システムであって、複数の自己組織化
ネットワーク機能モジュールを含み、各自己組織化ネットワーク機能モジュールは、前記
複数の自己組織化ネットワーク協調装置のうちの一つを含み、前記複数の自己組織化ネッ
トワーク機能モジュールは、それぞれの調整パラメータを取得するために、それらの複数
のインターフェースモジュールを介してデータを共有する、自己組織化ネットワーク協調
システムが提供される。
【００１３】
　他の態様において、自己組織化ネットワーク協調システムであって、複数の自己組織化
ネットワーク機能モジュール、及び前記複数の自己組織化ネットワーク協調装置のうちの
一つを含み、前記自己組織化ネットワーク協調装置は、共有される自己組織化ネットワー
ク機能の協調パラメータを取得するために、インターフェースモジュールを介して、前記
複数の自己組織化ネットワーク機能モジュールのデータを取得し、かつ開始される前記自
己組織化ネットワーク機能の実行を協調させる、自己組織化ネットワーク協調システムが
提供される。
【００１４】
　ＳＯＮ協調方法、装置、及びシステムにおいて、現在のＳＯＮ機能が開始される前に、
現在のＳＯＮ機能の協調パラメータが取得され、これにより、当該ＳＯＮ機能の実行を協
調させるために、取得された協調パラメータが用いられるということを理解することがで
きる。当該ＳＯＮ機能の実行は、具体的には、起動の調整、監視の調整、及び終了の調整
などの方法を含む。協調パラメータは、他のＳＯＮ機能に由来場合もあり、そしてまた、
ネットワークにより予め設定されたデータに由来する場合もある。このように、現在のＳ
ＯＮ機能の実行を、他のＳＯＮと協働及び協調させることができる。これにより、競合を
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より効率的に、よりスムーズに、及びより低いネットワーク問題の繰り返しの解決で回避
し、ネットワークアプリケーションの効率を向上させ、或いはユーザの使用感に影響を与
える、誤った判断に起因するネットワークパラメータの誤った調整を低減することができ
る。これにより、運用コストを低減するという目的を達成し、かつ装置の利用率及び資金
を改善する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施例１において提供される自己組織化ネットワーク協調方法の概略フ
ローチャートである。
【図２】本発明の実施例１において提供される目標値に従う、自己組織化ネットワーク協
調を実行する方法の概略フローチャートである。
【図３】本発明の実施例１において提供される他の自己組織化ネットワーク協調方法の概
略フローチャートである。
【図４】本発明の実施例１において提供される自己組織化ネットワーク協調装置の機能ブ
ロック図である。
【図５】本発明の実施例１において提供される自己組織化ネットワーク協調装置の協調モ
ジュールの機能ブロック図である。
【図６】本発明の実施例２における自己組織化ネットワーク協調装置のインターフェース
モジュールの概略図である。
【図７】本発明の実施例２における他の自己組織化ネットワーク協調装置の機能ブロック
図である。
【図８】本発明の実施例２における他の自己組織化ネットワーク協調装置の機能ブロック
図である。
【図９】本発明の実施例３において提供される自己組織化ネットワーク協調装置の機能ブ
ロック図である。
【図１０】本発明の実施例４において提供される自己組織化ネットワーク協調システムの
機能ブロック図である。
【図１１】本発明の実施例４において提供される他の自己組織化ネットワーク協調システ
ムの機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、本発明の複数の実施例における添付図面を参照することにより、本発明の複数
の実施例における複数の技術的解決手段を明確かつ完全に説明する。説明される複数の実
施例は、本発明の複数の実施例の全てというよりは、ほんの一部であることが明らかであ
る。創造的努力なしに、本発明の複数の実施例から当業者により導き出すことのできる他
の複数の実施例全ては、本発明の保護範囲に属さなければならない。
【００１７】
　自己組織化ネットワーク（Ｓｅｌｆ　Ｏｒｇａｎｉｚｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ、ＳＯＮ
）は、多数の自動化機能の集合であり、かつ複数のＳＯＮ機能の間の同様な動作範囲、同
様な動作パラメータ等により、複数のＳＯＮ機能のそれぞれは、相互協調の問題に直面す
るかもしれない、ということが背景技術に記載されている。例えば、セルカバレッジ及び
容量最適化（Ｃｅｌｌ　Ｃｏｖｅｒａｇｅ　＆　Ｃａｐａｃｉｔｙ　Ｏｐｔｉｍｉｚａｔ
ｉｏｎ、ＣＣＯ）／セル瞬断補償（Ｃｅｌｌ　Ｏｕｔａｇｅ　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ
、ＣＯＣ）機能又はセル瞬断検出及び補償（Ｃｅｌｌ　Ｏｕｔａｇｅ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏ
ｎ　＆　Ｃｏｍｐｅｎｓａｔｉｏｎ、ＣＯＤＣ）機能の実行は、エリアにおける隣接関係
の変更を引き起こす可能性があり、かつそのエリアにおける隣接関係を再調整し、かつサ
ービスの品質を確保するために、自動隣接関係機能（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｎｅｉｇｈｂ
ｏｒ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐ、ＡＮＲ）を協調的に開始する必要がある。例えば、モ
ビリティロバスト性最適化（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｒｏｂｕｓｔ　Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏ
ｎ、ＭＲＯ）及びモビリティ負荷分散（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｌｏａｄ　Ｂａｌａｎｃｅ、
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ＭＬＢ）の双方は、セル個別オフセット（Ｃｅｌｌ　Ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ　Ｏｆｆｓｅ
ｔ、ＣＩＯ）値の最適化及び調整に関係し、そして従って、ＭＲＯ最適化が実行された後
、最適化されかつ調整されたＣＩＯ値をＭＬＢに通知する必要がある。同様に、ＭＬＢ最
適化が実行された後、最適化及び調整されたＣＩＯ値をＭＲＯに通知する必要がある。
【００１８】
　例えば、ＣＯＣ／ＣＣＯ、ＡＮＲ、ＭＲＯ、ＭＬＢといった独立した複数の機能を、互
いに協働及び協調させる必要があり、これにより、競合をより効率的に、よりスムーズに
、及びより低いネットワーク問題の繰り返しの解決で回避し、ネットワークアプリケーシ
ョンの効率を向上させ、或いは誤った判断に起因する、ネットワークパラメータの誤った
調整及びユーザの使用感を傷つけることを低減することができ、これにより、運用コスト
を低減するという目的を達成し、かつ装置の利用率及び資金を改善する、ということが理
解できる。
【００１９】
　従って、自己組織化ネットワーク協調方法、装置、及びシステムが以下において提供さ
れ、そして、ＳＯＮ機能を実行する前に、第一にＳＯＮ機能の実行に影響を与える協調パ
ラメータが取得され、そしてその後に、ＳＯＮ機能の実行を、当該協調パラメータに従っ
て協調させる。協調パラメータは、他のＳＯＮ機能の実行に関連する、又は他のＳＯＮ機
能の実行により変更されるパラメータであってもよく、かつ現在のＳＯＮ機能を実行する
ために重要な基準又は指針を有してもよい。このように、実行される現在のＳＯＮ機能を
効果的に協調させることができ、これにより、その実行効率が向上され、そして実行中の
処理の間における、競合の可能性及びネットワークの性能の低下を回避する。具体的には
、以下において、添付図面を参照することにより、説明される。
【００２０】
　本明細書において、ＳＯＮ機能の実行時は、ＳＯＮ機能の開始時であってもよく、そし
てまた、ＳＯＮ機能がネットワークを変更した時であってもよく；かつこれに対応して、
ＳＯＮ機能の実行前の時は、ＳＯＮ機能が開始されていない時、又はＳＯＮ機能がネット
ワークを変更していない時のことを言及してもよい。
【００２１】
　実施例１
　図１を参照すると、図１は、本発明の実施例１において提供される自己組織化ネットワ
ーク協調方法の概略フローチャートであり、図に示されるように、当該方法は以下の複数
のステップを含む：
【００２２】
　Ｓ１１０：自己組織化ネットワーク機能の協調パラメータを取得する。
【００２３】
　Ｓ１２０：当該協調パラメータに従って、自己組織化ネットワーク機能の実行を協調さ
せる。
【００２４】
　以上の複数のステップにおけるＳＯＮ機能は、開始される又は呼び出されるＳＯＮ機能
であり、これについては以下において、現在のＳＯＮ機能と言及される。
【００２５】
　協調パラメータは、以下のデータの１つ以上を含むことが好ましい：実行順序、目標値
、範囲、時間、協調パラメータ値、データの有効又は無効時間、開始種別、及び状態値。
各データは、以下に詳細に説明される。
【００２６】
　１）実行順序は、現在のＳＯＮ機能と、他のＳＯＮ機能との間の実行順序を示すために
用いられる。ＳＯＮ機能の実行は、ネットワークのいくつかの構成を変更する場合があり
、そしてその後、サービスの品質を確保するために、当該ネットワークを再調整すること
を目的として、他のＳＯＮ機能を呼び出す必要があり；さらに、ＳＯＮ機能の実行は、他
のＳＯＮ機能に影響を与える場合があるからである。従って、複数のＳＯＮ機能の間につ
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いて設定された実行順序は、協調プロセスの間に、どのＳＯＮ機能の実行の後に現在のＳ
ＯＮ機能が開始されるか、或いは現在のＳＯＮ機能の実行の後にどのＳＯＮ機能が呼び出
されるかを明確にする。例えば、ＣＣＯ／ＣＯＣ機能の実行は、エリアにおける隣接関係
の変更をもたらす場合があり、このエリアの隣接関係を再調整し、かつサービス品質を確
保するために、ＡＮＲ機能を協調的に起動する必要がある。
【００２７】
　実行順序は、既定値として設定されてもよく；そしてまた、オペレータが必要に応じて
実行順序を設定できるように、ユーザに対して設定可能に設定されてもよく；当然ながら
、これら２つの側面を組み合わせることも可能であり、これについては、本発明によって
は限定されない、ということに注意すべきである。
【００２８】
　２）目標値は、現在のＳＯＮ機能の実行に続く状態、又は現在のＳＯＮ機能の実行によ
り達成されるべき目標を示すために使用される。異なる複数のＳＯＮ機能の実行は、ネッ
トワークの性能を向上又は低下させるため、目的を示すため又はこれらのＳＯＮ機能の後
に一般的に続く実行終了条件を示すために、この目標値が必要とされる。このように、ネ
ットワーク性能の安定性が確保され、そしてＳＯＮ機能の実行により、ひとたびネットワ
ーク性能が劣化、又はオペレータの許容できない程度に劣化すると、その後、ＳＯＮ機能
の実行を停止することができる。例えば、ネットワークの性能は、いくつかの主要な性能
の指標（ＰＫＩ）の増加又は減少に反映される場合があり、かつ複数の指標が存在する場
合、オペレータは、ＳＯＮ機能により優先的に満たされる順序を示す、優先順位を指定し
てもよい。
【００２９】
　具体的には、１つ以上の目標値が存在してもよく、かつネットワークの１つ以上の主要
な性能の指標と対応してもよい。目標値が適用される協調ステップ、前述のステップＳ１
２０、は、図２に示されるように、以下の複数のステップを含む。
【００３０】
　Ｓ１２１：自己組織化ネットワーク機能が開始された後、主要な性能表示を監視する。
【００３１】
　Ｓ１２２：自己組織化ネットワーク機能の実行により、主要な性能の指標が目標値又は
目標値の閾値よりも低くなる場合、自己組織化ネットワーク機能の実行を停止するか、又
は他の自己組織化ネットワーク機能を開始する。
【００３２】
　自己組織化ネットワーク機能が停止される場合又は他の自己組織化ネットワーク機能が
開始される場合、以下のことも含まれてよい。
【００３３】
　Ｓ１２３：自己組織化ネットワーク機能の実行の前に、ネットワーク設定及びネットワ
ーク状態を復元する。
【００３４】
　目標値は、現在のＳＯＮ機能の実行前に監視されるＫＰＩ値であってもよく、これによ
り以前のＳＯＮ機能により最適化及び増加されたＫＰＩが、動作プロセスにおいて、協調
的に開始される現在のＳＯＮ機能により低減されることを防止し、かつ低下が発生した場
合には、その後、現在のＳＯＮ機能の動作を停止する必要がある。また、目標値は、全て
のＳＯＮ機能が従う又は全てのＳＯＮ機能により達成される予め設定された値であっても
よい。その目的は、各ＳＯＮ機能の実行のネットワークの性能に対する影響が、制御可能
な範囲内となることを保証することであり、そして負の効果をもたらすＳＯＮ機能の実行
の終了後、ネットワーク状態を、ネットワーク環境変数及び環境パラメータを戻すことを
含めて、当該ＳＯＮ機能の実行前の状態に戻すことを可能とすることである。当然ながら
、２つの条件を結合してもよく、そして異なる複数の条件を異なる複数のＳＯＮ機能に対
して設定してもよい。
【００３５】
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　また、異なる複数のオペレータに対して、又は異なる複数の性能の指標に対して、ネッ
トワークの性能についての要件が異なる場合があり、そして従って、目標値の閾値の決定
条件が設定される、ということに注意すべきである。例えば、ＫＰＩがハンドオーバ成功
率及びサービス品質を反映する度合を含む場合、ハンドオーバ成功率の閾値を１００％に
設定してもよく、そして当該度合の閾値を８０％に設定してもよい。つまり、ハンドオー
バ成功率に対する要件は、目標値の１００％が満たされるということであり、そして当該
度合に対する要件は、目標値の８０％が満たされればよいということである。これは、オ
ペレータの要件に従って設定され、これについては本発明では限定されない。
【００３６】
　これに対応して、複数のＫＰＩが存在してもよく、そしてこれらの複数のＫＰＩの間に
優先順位が設定される。この場合、ＳＯＮ機能が目標値を達成するか又は目標値よりも良
いかについては、ステップＳ１２２におけるこれらのＫＰＩの優先順位に従って決定され
てもよい。
【００３７】
　前述の複数の目標値の数及び前述の複数の目標値の優先順位は、オペレータの要件に従
って設定され、それについては本発明において限定されないということに注意すべきであ
る。
【００３８】
　３）範囲（ｓｃｏｐｅ）は、現在のＳＯＮ機能の実行の範囲を示すために用いられ、そ
して１つ以上のセル、又は１つ以上の基地局、サブネットワーク、又はネットワーク全体
を含んでもよい。
【００３９】
　範囲は、他のＳＯＮ機能の実行後に変更されるエリアの情報であってもよい。具体的に
は、範囲は、現在のＳＯＮ機能の実行前のＳＯＮ機能の実行により変更されるエリアの情
報を含んでもよく、そして現在のＳＯＮ機能が協調的に開始された場合、現在のＳＯＮ機
能は、当該範囲において実行される。例えば、（ＳＳＯ／ＣＯＣなどの）ＳＯＮの実行後
、エリアは変更される場合があり、そして当該エリアは、（ＡＮＲなどの）他のＳＯＮの
動作範囲として利用されてもよい。このように、ＳＯＮの実行に関連するエリアは、ＳＯ
Ｎの動作範囲を示すことにより限定され、これによりその効率が向上する。
【００４０】
　４）時間は、現在のＳＯＮ機能の開始時及び／又は実行時を示すために用いられる。具
体的には、このパラメータに対して２つの場合が存在する：第１の場合において、時間は
、実行の有効期間又は終了時を示すために用いられる：現在のＳＯＮ機能が協調的に開始
される場合、協調的に開始されるＳＯＮ機能が指定された期間において実行されるように
指定するために、ＳＯＮ機能の実行の有効期間又は終了時が指定され、そしてひとたび持
続期間が終了するか又は終了時となると、ＳＯＮ機能の実行を終了する必要がある。第２
の場合において、時間は、開始時又は開始の遅延を示すために用いられる：現在のＳＯＮ
機能が協調的に開始される場合、ある期間遅らせる又は待つ必要があり、或いは指定され
た時に、ＳＯＮ機能が開始される。これは、可能な動作の競合又は現在のＳＯＮ機能の即
時の呼び出しに起因する他の故障を防止するために、以前のＳＯＮ機能が停止された後、
ある期間においてネットワークを安定化させることが必要であり、そしてその後、現在の
ＳＯＮ機能が開始されるからである。
【００４１】
　上記複数の時間パラメータを区別するために、時間の前にフラグを置いてもよく、それ
は種別又は時間が属する複数の種別を決定するために用いられる。
【００４２】
　５）協調パラメータ値は、現在のＳＯＮ機能の実行に影響を与える、パラメータ、パラ
メータ変更値、又は変更されたパラメータ値を提供するために用いられる。協調パラメー
タは、パラメータ又は以前の自己組織化ネットワーク機能を実行することにより変更され
たパラメータの変更値を含んでもよい。これは、ＳＯＮ機能の実行後、ネットワークパラ
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メータが変更される可能性があるためである。例えば、ＣＣＯ／ＣＯＣは、無線周波数パ
ラメータを変更する。そして、複数のパラメータ及び複数のパラメータの複数の変更値は
、他のＳＯＮ機能を開始するための基準の意義を有し、かつ他の協調的に開始されるＳＯ
Ｎ機能は、複数のパラメータ及び複数のパラメータの複数の変更値に従って、それ自身の
実行の効率を向上してもよい。例えば、ＡＮＲは、ＣＣＯ／ＣＯＣによりどのセルが削除
又は追加されたかを知った後、より早くかつより効率的に隣接関係を変更することができ
る。従って、協調パラメータ値が現在のＳＯＮ機能に提供され、これは、現在のＳＯＮ機
能の実行に対して基準の意義を有し、これによりその実行の効率を改善する。
【００４３】
　６）データの有効又は無効時間は、ネットワークについての、監視データ又はイベント
又はアラームデータ又はＵＥの測定データが有効であるか又は無効であるかを示すために
用いられる。このパラメータに対して、２つの場合が存在する。
【００４４】
　第１の場合において、データの有効又は無効時間は、有効期間又は無効期間である。そ
して、この期間において、ネットワークの性能についての、監視データ又はイベント又は
アラームデータ又はＵＥの測定データは有効であるか又は無効である。期間は、２つの条
件を含む。第１の条件において、期間は、現在のＳＯＮ機能の実行時の前又は後の期間で
ある。もう一方の条件において、期間の開始点又は終了点は、必ずしも「現在のＳＯＮ機
能の実行時」ではない。例えば、２つのＳＯＮ機能Ａ及びＢが同時にネットワークで実行
され、かつ機能Ａがパラメータを介して、機能Ｂに、一定期間のデータは「有効」又は「
無効」であることを通知することが見込まれる。ここで、期間の開始点又は終了点は、必
ずしも「現在のＳＯＮ機能の実行時」であるとは限らない。
【００４５】
　第２の場合において、データの有効又は無効時間は、有効又は無効時点であり、それは
指定された時であり、そして指定された時から現在のＳＯＮ機能の開始時まで、ネットワ
ークの性能についての監視データ又はイベント又はアラームデータ又はＵＥの測定データ
は有効であるか又は無効である。
【００４６】
　例えば、現在のＳＯＮ機能の実行期間中に、一定の範囲内のセル又は基地局に故障又は
異常が発見され、そして異常の発生時から現在のＳＯＮ機能の呼び出しの時までの期間に
おける関連する監視記録については、削除する必要がある。この期間は、有効又は無効期
間として記録され、そして故障又は異常の発生時は、有効又は無効時点として記録される
。
【００４７】
　前述の複数の有効又は無効時間パラメータを区別するために、有効又は無効時の前にフ
ラグを置いてもよく、これは、有効又は無効時間が属する種別を決定するために用いられ
る。
【００４８】
　７）開始種別は、現在のＳＯＮ機能の開始種別を示すために用いられる。このように、
現在のＳＯＮ機能が開始される場合、開始種別により指定される実行方法又はシナリオに
従って、計算が実行される。具体的には、開始種別は、高レベル、中間、又は低レベル自
己組織化ネットワーク機能の開始を含んでもよく、高速自己組織化ネットワーク機能又は
共通自己組織化ネットワーク機能の開始を含んでもよく、そしてまた指定されたスケール
に従って自己組織化ネットワーク機能を開始することを含んでもよい。例えば、ＡＮＲは
、高速ＡＮＲ及び共通ＡＮＲを含み、ＡＮＲ機能の開始種別は、パラメータの設定により
調整されてもよい。
【００４９】
　８）状態値は、現在のＳＯＮ機能の実行前の他の自己組織化ネットワーク機能の実行の
実行状態を提供するために用いられ、ここで実行状態は、成功、失敗、又は実行中を含む
。これは、複数のＳＯＮ機能がそれらの状態情報を交換するのに適しており、かつ協調を
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容易にする。
【００５０】
　前述のステップＳ１２０の協調において、スタートアップの協調、監視の協調及び停止
の協調などの方法が含まれる、ということが理解できる。上記の協調が完了し、かつ現在
のＳＯＮ機能の実行が終了した後、以下のステップがさらに含まれてもよい。これについ
ては、図３に示される。
【００５１】
　Ｓ１３０：自己組織化ネットワーク機能の実行の結果又は状態を返すか、又は通知する
。ここで、当該結果又は状態は、次のＳＯＮ機能を調整するための実行状態パラメータと
しての役割を果たす。
【００５２】
　上述した実施例において、現在のＳＯＮ機能は、もはや、直接起動されておらず、そし
てＳＯＮ機能が開始される前に、ＳＯＮ機能の協調パラメータが取得され、取得された協
調パラメータは、ＳＯＮ機能の実行を協調させるために用いられる。これは、具体的には
、スタートアップの協調、監視の協調、及び停止の協調を含む。複数の協調パラメータは
、他のＳＯＮ機能に由来してもよく、そしてまたネットワークにより事前設定されるデー
タに由来してもよい。このように、現在のＳＯＮ機能の実行を、他のＳＯＮと協働及び協
調させることができる。これにより、競合をより効率的に、よりスムーズに、及びより低
いネットワーク問題の繰り返しの解決で回避し、ネットワークアプリケーションの効率を
向上させ、或いはユーザの使用感に影響を与える、誤った判断に起因するネットワークパ
ラメータの誤った調整を低減することができる。これにより、運用コストを低減するとい
う目的を達成し、かつ装置の利用率及び資金を改善する。
【００５３】
　しかしながら、上記の調整プロセスにおいて、ＳＯＮ機能の各動作は、ネットワーク状
態を変更し、かつネットワークの性能の変更をもたらすかもしれない。ひとたびその変更
が理想的でないと、ＳＯＮ機能の実行の停止によりネットワーク性能はさらには劣化しな
いとしても、ネットワークの状態を以前の状態に復元することができず、そして現在の状
態は理想的ではない可能性がある。従って、本発明の例示的な実施形態において、補助演
算処理及び当該補助演算処理において使用する必要のある状態を記録する処理が、協調プ
ロセスに導入される。詳細な説明は以下の通りである。
【００５４】
　また、上記ステップＳ１２０において、状態記録処理及び補助協調演算処理が含まれて
もよい。具体的には、状態記録処理は：現在のＳＯＮ機能のデフォルトの実行状態、及び
／又はネットワークの状態又は実行前の環境パラメータ、及び／又はネットワークの状態
又は実行中の各調整ノードの環境パラメータ、を取得又は記録するステップ；及び／又は
指定されたエリア又は現在のＳＯＮ機能に関連するエリアの中の他のＳＯＮ機能、及び／
又は他のＳＯＮ機能の実行状態、及び／又は他のＳＯＮ機能のデフォルトの実行状態、及
び／又は他のＳＯＮ機能の実行前のネットワーク状態又は環境パラメータ、及び／又はネ
ットワークの状態又は他のＳＯＮ機能の実行中の調整ノードの環境パラメータ、を取得又
は記憶するステップ、を含む。
【００５５】
　指定されたエリア又は現在のＳＯＮ機能に関連するエリアにおいて、他のＳＯＮ機能を
取得又は記憶する目的は：例えば、エリア、トラックエリア（Ｔｒａｃｋ　Ａｒｅａ、　
ＴＡ）／ルーティングエリア（Ｒｏｕｔｉｎｇ　Ａｒｅａ、ＲＡ）／ローケーションエリ
ア（Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ａｒｅａ、ＬＡ）のネットワーク要素を含む位置等、現在のオペ
レータの複数のＳＯＮ機能の利用可能化の状況を知ることである。
【００５６】
　開始するか否か又は実行期間などの、指定されたエリア又は現在のＳＯＮ機能に関連す
るエリアにおける、他のＳＯＮ機能の実行状態が取得又は記憶される。この情報は、複数
のＳＯＮの実行を調整するのに役に立つ。同時に実行することのできない複数のＳＯＮ機
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能（競合する複数のＳＯＮ機能）について、それらが実行されている場合、その実行は終
了されるべきである；そして、その順序を調整する必要のある複数のＳＯＮ機能又は同時
に実行する複数のＳＯＮ機能に対して、それらがまだ実行の停止されている状態にある場
合、実行を開始する必要がある。
【００５７】
　指定されたエリア又は現在のＳＯＮ機能に関連するエリアにおける各ＳＯＮ機能のデフ
ォルトの実行状態が取得又は記憶される。これは、異なる複数のＳＯＮ機能に対して、配
備中及びポリシーの違いにより、オペレータは、いくつかのＳＯＮ機能をデフォルトで実
行が許可されるとして事前設定してもよく、又は直接それらをデフォルトでオン状態に設
定してもよく、そして、その他の機能をデフォルトで停止として設定してもよく；複数の
デフォルトの状態値又は複数の許容値を取得することは、対応するＳＯＮ機能が終了した
後に、許可された実行状態又はそれらの実行状態を、デフォルト指定された状態に復元す
るのに役に立つからである。これにより、協調に起因するオペレータのポリシーの変更を
回避することができる。
【００５８】
　指定されたエリア又は現在のＳＯＮ機能に関連するエリアにおける各ＳＯＮ機能の実行
の前に、ネットワークの状態又は環境パラメータが取得又は記憶される。これは、異なる
複数のＳＯＮ機能が協調される場合、協調的に開始されたＳＯＮ機能を停止する場合に、
ネットワークのロールバック調整において、複数のパラメータの全て又は一部を使用可能
とするために、開始されるＳＯＮ機能の実行の前に、事前にネットワークの状態又は環境
パラメータ（アンテナパラメータ、無線周波数（ＲＦ）パラメータ、又は性能指標、又は
モビリティマネジメントパラメータ等）を記憶する必要があるからである。
【００５９】
　部分的な状態のロールバックを実行するために、指定されたエリア又は現在のＳＯＮ機
能に関連するエリアにおける各ＳＯＮ機能の実行における各調整ノードのネットワーク状
態又は環境パラメータが取得されるか又は記憶される。例えば、ＭＲＯ最適化プロセスに
おいて、ＣＩＯ値が調整される毎に、ネットワークの性能が変更される。調整プロセスに
おいて、ネットワークの性能が劣化又はある程度劣化したことが判明した場合、ＭＲＯの
実行は停止され、かつ状態のロールバックを行う必要がある。実行前のネットワーク状態
又は環境パラメータが記憶されている場合、ネットワーク状態又は環境パラメータを、実
行前のネットワーク状態又は環境パラメータに戻すことができる。調整のネットワーク状
態又は環境パラメータが記憶されている場合、部分的な状態のロールバックも行うことが
できる。部分的な状態のロールバックは、記憶される状態パラメータが完全ではないため
に行われ、そして状態をＳＯＮ機能が最初に呼び出された状態に戻すことは可能ではなく
、かつ部分的にのみ戻すことが可能である。
【００６０】
　上記の状態記憶処理は、協調の開始の前に実行されてもよく、或いは協調プロセス中に
実行されてもよく、或いは状態の一部は協調の開始の前に記憶され、かつ状態の一部は協
調プロセス中に記憶され、これについては、本発明によっては限定されないということに
注意すべきである。
【００６１】
　また、協調の前に、ＳＯＮ機能を協調させるか否かについて制御できるようにするため
に、識別子又はスイッチを設定してもよい。
【００６２】
　上記補助協調処理は、主に三段階の動作を含む：現在のＳＯＮ機能の実行前、実行中、
及び実行後。これについては、以下に詳細に説明される。
【００６３】
　まず、現在のＳＯＮ機能の実行前に：補助協調演算処理は：デフォルト実行状態が実行
禁止である現在のＳＯＮ機能又は他のＳＯＮ機能の開始又はもはや開始しないことの確認
を要求するステップ；他のＳＯＮ機能の実行状態が、他のＳＯＮ機能が実行されているこ
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と又は他のＳＯＮ機能の実行優先度が現在のＳＯＮ機能の実行優先度よりも低いことを示
す場合に、現在のＳＯＮ機能と同時に実行できない他のＳＯＮ機能の実行を停止するステ
ップ；現在のＳＯＮ機能と同時に実行可能な他の自己組織化ネットワーク機能の実行状態
を変更しないステップ；及び他の自己組織化ネットワーク機能の実行状態が当該他の自己
組織化ネットワーク機能はまだ停止状態にあることを示す場合に、現在のＳＯＮ機能の前
に実行する必要のある他の自己組織化ネットワーク機能の実行を開始するステップ；を含
む。
【００６４】
　実行が停止されている他のＳＯＮ機能に対して、処理はさらに：他のＳＯＮ機能の実行
前に、ネットワークの状態又は環境パラメータの構成を復元するステップ、又は部分的な
状態のロールバックを実行するステップを含む。
【００６５】
　第二に、現在のＳＯＮ機能の実行中に、現在のＳＯＮ機能の実行を調整する処理は、さ
らに：現在のＳＯＮ機能の実行中のネットワークの性能の変化を監視するステップを含み
、かつ協調パラメータの要件が満たされない場合、現在のＳＯＮ機能の実行を停止する。
このとき、補助協調演算処理は、さらに：その実行が停止されている現在のＳＯＮ機能に
対して、現在のＳＯＮ機能の実行前のネットワークの状態又は環境パラメータの構成を復
元するステップ、又は部分的な状態のロールバックを実行するステップを含む。
【００６６】
　第三に、現在のＳＯＮ機能の実行が終了した後、補助協調演算処理は、さらに：現在の
ＳＯＮ機能のデフォルトの実行状態を復元するステップ及び現在のネットワークの状態又
は環境パラメータを記録するステップを含む。
【００６７】
　実施例２：前述のＳＯＮ協調方法に対応して、本実施例は、さらに、ＳＯＮ協調装置を
提供する。これについては、以下、添付図面を参照することにより詳細に説明される。
【００６８】
　図４を参照すると、図４は、本発明の実施例２において提供される自己組織化ネットワ
ーク協調装置の機能ブロック図であり、かつ図に示されるように、当該装置は、インター
フェースモジュール４１０及び協調モジュール４２０を含む。インターフェースモジュー
ル４１０は、自己組織化ネットワーク機能の協調パラメータを取得するように構成され；
そして協調モジュール４２０は、協調パラメータに従って、自己組織化ネットワーク機能
の実行を協調させるように構成されている。
【００６９】
　機能モジュールは、ＳＯＮ機能の中で実施されてもよく、そしてまた、独立した協調エ
ンティティにおいて実施されてもよい。
【００７０】
　実施例１のように、協調パラメータは、以下のデータの１つ以上の部分を含む：ＳＯＮ
機能と他のＳＯＮ機能との間の実行順序を示すために使用される実行順序；ＳＯＮ機能の
実行後の状態又はＳＯＮ機能の実行により達成される目標を示すために用いられる目標値
；ＳＯＮ機能の実行範囲を示すために用いられる範囲；ＳＯＮ機能の開始時及び／又はＳ
ＯＮ機能の実行時間を示すために用いられる時間；ＳＯＮ機能の実行に影響を与えるパラ
メータ、パラメータ変更値、又は変更されたパラメータ値を与えるために用いられる協調
パラメータ値；ネットワークの性能についての監視データ又はイベント又はアラームデー
タ又はＵＥの測定データが有効であるか、又は無効であるかを示すために用いられるデー
タの有効又は無効時間；ＳＯＮ機能の開始種別を示すために用いられる開始種別；及びＳ
ＯＮ機能の実行前の他のＳＯＮ機能の実行状態を提供するために用いられる状態値。
【００７１】
　各パラメータは、以下に簡単に説明され、そして詳細な内容は実施例１におけるそれと
同じである。
【００７２】
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　１）実行順序は、既定値又はユーザに対して設定可能に設定される。
【００７３】
　２）１つ以上の目標値が存在し、かつネットワークの１つ以上の主要な性能の指標に対
応する。複数の主要な性能の指標が存在する場合、優先順位を予め設定してもよい。目標
値は、ＳＯＮ機能の実行前に監視される予め設定された値又は主要な性能の指標の値であ
ってもよい。それに対応して、協調モジュール４２０は、さらに、監視モジュール４２１
及び停止又は開始モジュール４２２を含んでもよい。監視モジュール４２１は、ＳＯＮ機
能が開始された後、主要な性能の指標を監視するように構成され；そして、停止又は開始
モジュール４２２は、ＳＯＮ機能の実行が主要な性能の指標を目標値又は目標値の閾値よ
りも低くする場合、ＳＯＮ機能の実行を停止又は他のＳＯＮ機能を開始するように構成さ
れる。また、協調モジュールは、ＳＯＮ機能の実行が停止される又は他のＳＯＮ機能が開
始される場合に、ＳＯＮ機能の実行前のネットワーク設定及びネットワーク状態を復元す
るように構成される、復元モジュール４２３をさらに含んでもよい。
【００７４】
　３）範囲は、１つ以上のセル、又は１つ以上の基地局、サブネットワーク、又はネット
ワーク全体を含む。範囲は、他のＳＯＮ機能の実行後に変更されるエリアの情報を含んで
もよい。さらに、範囲は、ＳＯＮ機能の実行により変更されるエリアを、当該ＳＯＮ機能
の実行の前に含んでいてもよい。ＳＯＮ機能が協調的に開始される場合、ＳＯＮ機能は当
該範囲内において実行される。
【００７５】
　４）時間は、ＳＯＮ機能の開始時又は開始の遅延、及び／又はＳＯＮ機能の実行の有効
期間又は終了時を含む。さらに、時間がＳＯＮ機能の開始時、開始の遅延、実行の有効期
間、又は終了時であることを判定するために用いられるフラグが、時間の前に置かれる。
【００７６】
　５）協調パラメータ値は、ＳＯＮ機能の実行前の他のＳＯＮ機能の実行により変更され
るパラメータ又はパラメータ変更値を含む。
【００７７】
　データの有効又は無効時間は：指定された瞬間、及び当該指定された瞬間からＳＯＮ機
能の実行の瞬間までを含む、ネットワークの性能についての監視データ又はイベント又は
アラームデータ又はＵＥの測定データが有効であるか又は無効である、有効又は無効な時
点；又はその期間における、ネットワークの性能についての監視データ又はイベント又は
アラームデータ又はＵＥの測定データが有効又は無効である、有効又は無効期間を含む。
さらに、有効又は無効時点、又は有効又は無効期間を識別するために用いられるフラグが
、データの有効又は無効時間の前に置かれる。
【００７８】
　７）開始種別は：高レベル、中間、低レベルＳＯＮ機能の開始、又は高速ＳＯＮ機能又
は共通のＳＯＮ機能の開始、又は指定されたスケールに従ってＳＯＮ機能を開始すること
を含む。
【００７９】
　８）実行状態は、成功、失敗、又は実行中を含む。
【００８０】
　前述のパラメータのＳＯＮによる取得は、インターフェースモジュール４１０、及び図
６に示される対応するＳＯＮインターフェースを介して実行されてもよい。ＳＯＮシーケ
ンス番号は、協調インターフェース又はパラメータリストが、どのＳＯＮの協調のために
用いられるかを識別するために用いられる。
【００８１】
　図７を参照すると、例示的な実施例において、ＳＯＮ協調装置は、ＳＯＮ機能の実行の
終了後の、ＳＯＮ機能の実行の結果又は状態、及び次のＳＯＮ機能の協調のための実行状
態パラメータとしての役割を果たす結果又は状態を返す、又は通知するように構成される
通知モジュール４３０をさらに含む。
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【００８２】
　上述した実施例において、具体的には、協調スタートアップ、協調監視、及び協調終了
などの方法を含む、ＳＯＮ機能の実行を調整するための取得された協調パラメータを使用
するために、現在のＳＯＮ機能は、もはや、直接的には開始されず、そしてＳＯＮ機能が
開始される前に、ＳＯＮ機能の協調パラメータが取得される。複数の協調パラメータは、
他のＳＯＮ機能に由来してもよく、そしてまた、ネットワークにより予め設定されたデー
タに由来してもよい。このように、現在のＳＯＮ機能の実行を、他のＳＯＮ機能と協働及
び協調させることができる。これにより、競合をより効率的に、よりスムーズに、及びよ
り低いネットワーク問題の繰り返しの解決で回避し、ネットワークアプリケーションの効
率を向上させ、或いはユーザの使用感に影響を与える、誤った判断に起因するネットワー
クパラメータの誤った調整を低減することができる。これにより、運用コストを低減する
という目的を達成し、かつ装置の利用率及び資金を改善する。
【００８３】
　しかしながら、上述の協調プロセスにおいて、ＳＯＮ機能の各動作は、ネットワークの
状態を変更し、そしてネットワークの性能の変化をもたらす場合がある。ひとたび変更が
理想的でないと、ＳＯＮ機能の実行を停止することにより、ネットワークの性能はさらに
は劣化しないとしても、ネットワークの状態を以前の状態に復元することができず、かつ
現在の状態は理想的ではない可能性がある。従って、本発明の例示的な実施例において、
状態記録モジュール４２４及び補助協調モジュール４２５が協調モジュール４２０に追加
される。
【００８４】
　状態記録モジュールが取得又は記憶する必要のある状態は以下の複数の状態のうちの一
つ以上である：ＳＯＮ機能のデフォルトの実行状態、ＳＯＮ機能の実行前のネットワーク
状態又は環境パラメータ、ＳＯＮ機能の実行中の調整ノードのネットワーク状態又は環境
パラメータ；指定されたエリア又はＳＯＮ機能に関連するエリアにおける他のＳＯＮ機能
、他のＳＯＮ機能の実行状態、他のＳＯＮ機能のデフォルトの実行状態、他のＳＯＮ機能
の実行前のネットワークの状態又は環境パラメータ、及び他のＳＯＮ機能の実行中の調整
ノードのネットワーク状態又は環境パラメータ。
【００８５】
　上記補助協調モジュール４２５は、主に、実施例１のように三段階の動作を実行するよ
うに構成され、そしてそれに対応して、補助協調モジュール４２５は、復元モジュール４
２５１を含むか、又は前述の復元モジュール４２３に以下の三段階の復元動作を実行する
ように指令する：まず、ＳＯＮ機能の実行前に、実行が終了した他のＳＯＮ機能に対して
、当該他のＳＯＮ機能の実行前のネットワークの状態又は環境パラメータを復元するか、
又は部分的な状態のロールバックを実行する；第二に、ＳＯＮ機能の実行中に、その実行
が停止されたＳＯＮ機能に対して、そのＳＯＮ機能の実行前のネットワークの状態又は環
境パラメータの構成を復元するか又は部分的な状態のロールバックを実行する；かつ第三
に、現在のＳＯＮ機能の実行が終了した後、自己組織化機能のデフォルトの実行状態を復
元し、そして現在のネットワークの状態又は環境パラメータを記録する。
【００８６】
　実施例３：実施例１のＳＯＮ協調方法に対応して、本実施例は、さらに、ＳＯＮ協調装
置を提供する。これについては、以下において、添付図面を参照することにより、詳細に
説明される。
【００８７】
　図９を参照すると、図９は、本発明の実施例３において提供される自己組織化ネットワ
ーク協調装置の機能ブロック図であり、そして、図に示されるように、装置は、記憶部９
１０及び制御部９２０を含む。ここで、記憶部９１０は、プログラムコードを記憶し、そ
して制御部９２０は、実施例１に対応する複数のステップを実行するために、プログラム
コードをロードする。
【００８８】
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　これに対応して、コンピュータ可読媒体を含むコンピュータプログラム製品がさらに提
供され、当該可読媒体は、プログラムコードを記憶し、そして当該プログラムコードは実
施例１に対応する複数のステップを実行するために使用される。可読媒体は、ＲＡＭ／Ｒ
ＯＭ、磁気ディスク、又は光ディスクを含み、これについては本発明においては限定され
ない。
【００８９】
　上記実施例３及び実施例４における自己組織化ネットワーク協調装置は、物理エンティ
ティ又は論理機能モジュールであってもよく、これは、ＳＯＮ機能が呼び出される前に、
協調装置が協調の実行を開始できるように、アクセスネットワークノード（基地局又は基
地局制御装置ＢＳＣ）又はネットワーク管理ノード（オペレーションサポートシステムＯ
ＳＳ、ネットワーク要素管理システムＥＭＳ、又はネットワーク管理システムＮＭＳ等）
において設定される。
【００９０】
　実施例４：実施例１のＳＯＮの協調方法に対応して、本実施例は、さらに、ＳＯＮ協調
システムを提供し、これについては以下において、添付の図面を参照することにより、詳
細に説明される。
【００９１】
　図１０を参照すると、図１０は、本発明の実施例４において提供される自己組織化ネッ
トワーク協調システムの機能ブロック図である。図に示されるように、システムは、複数
のＳＯＮ機能モジュール１０１を含み、そして各ＳＯＮ機能モジュール１０１は、ＳＯＮ
協調装置１０２を含む。ここで、複数のＳＯＮ機能モジュール１０１は、それらにそれぞ
れ対応する複数の協調パラメータを取得するために、ＳＯＮ協調装置１０２のインターフ
ェースモジュールを介してデータを共有する。ＳＯＮ協調装置１０２の構造は、実施例２
及び３のいずれかの構造と同じである。
【００９２】
　上記ＳＯＮ協調機能は、それが配置されているＳＯＮ機能の調整を担当するＳＯＮ機能
モジュールの中で実行される；加えて、それはまた、以下において説明される独立した協
調エンティティの中で実行されてもよい。
【００９３】
　図１１を参照すると、図１１は、本発明の実施例４において提供される他の自己組織化
ネットワーク協調システムの機能ブロック図である。図に示されるように、システムはま
た、複数のＳＯＮ機能モジュール１１１及びＳＯＮ協調装置１１２を含み、そしてＳＯＮ
協調装置は、各ＳＯＮ機能モジュール１１１に対して独立しており、かつＳＯＮ機能を開
始するための協調パラメータを取得するために、インターフェースモジュールを介して、
複数のＳＯＮ機能モジュールのデータを取得し、かつ自己組織化ネットワーク機能を開始
させるために、実行を協調させる。ＳＯＮ協調装置１０２の構造は、実施例２及び３にお
けるいずれかの構造と同じである。ＳＯＮ協調装置１１２による協調パラメータの取得を
容易にするために、各ＳＯＮ機能モジュール１１１は、ＳＯＮ協調装置１１２のインター
フェースモジュールのそれと同じ構造を持つ、ＳＯＮ協調装置１１２により必要とされる
データである協調パラメータを報告するためのインターフェース部を有してもよい。
【００９４】
　前述の複数の自己組織化ネットワーク協調モジュールは：セルカバレッジ及び容量最適
化（ＣＣＯ）機能モジュール、セル瞬断補償（ＣＯＣ）機能モジュール、自動隣接関係（
ＡＮＲ）機能モジュール、モビリティロバスト性最適化（ＭＲＯ）機能モジュール、モビ
リティ負荷分散（ＭＬＢ）機能モジュール、及び省エネルギー（ＥＳ）機能モジュールの
中の複数のモジュールを含む。
【００９５】
　当業者がより良く本発明の本質を理解することができるように、上記ＳＯＮ協調方法、
装置、又はシステムの原理及び長所は、ＣＣＯ／ＣＯＤＣ機能及びＡＮＲ機能、ＭＲＯ機
能及びＭＬＢ機能、ＥＳ機能及びＣＯＣ機能の協調を通して説明される。
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【００９６】
　実施例５：ＣＣＯ／ＣＯＤＣ及びＡＮＲの間の協調関係が存在し、かつ協調プロセスは
以下の通りである：
【００９７】
　１．ＣＣＯ又はＣＯＤＣが開始される前に、関連するエリアの無線パラメータ、モビリ
ティ管理パラメータ、ネットワークＫＰＩなどが記憶され；ＣＣＯ又はＣＯＤＣとの協調
関係を持つＡＮＲの実行状態又はデフォルトの実行状態が読み込まれる（また、このステ
ップは、以下におけるステップ４の中で完了されてもよい）。
【００９８】
　２．ＣＣＯ又はＣＯＤＣが開始される。ここで、ＫＰＩの変更が監視され、そしてＫＰ
Ｉが減少する場合、ＣＣＯ又はＣＯＤＣが直ちに終了される。
【００９９】
　３．ＣＣＯ又はＣＯＤＣの最適化が完了した後、又はＣＯＤＣ補償が終了した後、当該
機能によってどのエリア、又はどの基地局、又はどのセル（新しく追加された又は削除さ
れた隣接セルを含む）が調整されたかということが取得されてもよい。
【０１００】
　４．上記の変更のため、対応するエリア又は基地局又はセルのＡＮＲ機能を開始する必
要がある；開始する前に、対応する隣接関係情報、ネットワークＫＰＩ、及びモビリティ
管理パラメータが記憶され；そしてＡＮＲが実行されているか否かについての情報又はＡ
ＮＲの実行が許可されているか否か（デフォルトの実行状態を意味する）の情報が読み取
られる：ＡＮＲの実行が禁止されている場合、ＡＮＲは、もはや、開始されない；ＡＮＲ
が実行されている場合、そのＡＮＲは開始されないが、ＣＣＯ又はＣＯＤＣについての調
整結果がＡＮＲに転送されてもよい；そしてＡＮＲが実行されていない場合、ＡＮＲが開
始される。
【０１０１】
　また、リアルタイムで、変更されたセルの隣接関係を更新及び調整するためにＡＮＲを
開始することは：ＡＮＲの作業範囲が、ＣＣＯ又はＣＯＤＣ機能の実行後に変更されるエ
リア又は基地局又はセル範囲として指定され得ること；ＡＮＲが実行される場合、範囲内
に新たに追加されるセルの情報、又はどのオリジナルのセル又は基地局が故障したかにつ
いての情報、又はオリジナルのセル又は基地局が補償された後の新しい隣接セルの情報、
又はセルカバレッジが調整された後のもはや隣接セルではないセルの情報が、ＣＣＯ又は
ＣＯＤＣ機能の実行の結果から取得され得ること；ＡＮＲの開始の瞬間が、ＣＣＯ又はＣ
ＯＤＣの実行が終了した後の遅延の期間として指定され得ること、及び当該期間は、ＣＣ
Ｏ又はＣＯＤＣの具体的な調整作業を完了するために使用され、かついくつかの技術的な
理由に起因する動作遅延を含むこと；同時に、ＡＮＲの実行は、端末及びネットワークの
性能に影響を与え、ＡＮＲは、長期間又は永遠に開始することができないので、ＡＮＲの
開始後の利用可能な実行の有効期間がさらに指定されてもよい；ということを含む。特に
、特別なＡＮＲのアルゴリズムに対して、隣接セルの測定データを周期的に報告するため
に、予めＵＥを選択する必要があり、そしてこのようなＡＮＲだけを、ＣＣＯ又はＣＯＤ
Ｃの実行後の期間において実行することが可能であり、期間が満了すると、隣接関係の調
整が成功したか否かにかかわらず、ＡＮＲを終了しなければならない。
【０１０２】
　６．ＣＣＯ又はＣＯＤＣが終了した場合、実行許可デフォルト値が復元され、実行停止
状態に入り、かつ状態情報が取得及び記憶される。
【０１０３】
　７．ＣＯＤＣがエリアの障害を発見した場合、セルが故障した時及び障害の範囲を記録
する必要があり、かつ複数のパラメータをＡＮＲ又はＭＲＯに転送する必要がある。なぜ
ならば、それらが実行されている場合、ネットワークパラメータ（ＣＩＯ、ＫＰＩ、及び
無線周波数パラメータ等）が監視され、そして障害エリアについて、障害時から障害解消
時までの間に監視されるデータは、ＡＮＲ又はＭＲＯが正常である場合に監視されるデー
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タとは異なり、かつＡＮＲ又はＭＲＯは、ＡＮＲ又はＭＲＯのアルゴリズムへの影響を回
避するために、データの妥当性を検討、又はデータを削除する必要があるからである。
【０１０４】
　実施例６：ＭＲＯとＭＬＢとの間に協調関係が存在し、そして協調プロセスは以下の通
りである。
【０１０５】
　１．ＭＲＯが開始される前に、関連するエリアの無線パラメータ、モビリティマネジメ
ントパラメータ、及びネットワークＫＰＩが記憶される；ＭＲＯとの協調関係を有するＭ
ＬＢの実行状態又はデフォルトの実行状態が読み込まれる（また、このステップは、以下
のステップ４において完了されてもよい）；ＭＲＯ及びＭＬＢの双方はＣＩＯを変更する
ため、この時、ＭＬＢを終了することが必要であり、ＭＬＢを閉じることが必要であり、
かつ実行は許可から禁止に設定される。
【０１０６】
　２．ＭＲＯの実行の終了後、ＭＲＯにより最適化されたセル又は基地局の範囲が取得さ
れる。この範囲を作業エリアとみなし、ＭＬＢ（ＭＬＢが閉じられている場合、ＭＬＢの
開始が許可される）が開始され；それと同時に、対応するＣＩＯ値、負荷の値、関連する
無線周波数パラメータ、デフォルトの実行値又はＭＬＢの許可された実行値が記憶される
。
【０１０７】
　３．ＭＬＢを開始する場合、対応する複数の条件を設定する必要があり、それらは以下
の通りである：
　ＭＲＯ最適化により取得された増加したネットワークＫＰＩ（ハンドオーバ成功率、ハ
ンドオーバ遅延等）は、ＭＬＢによっては低減できない目標としての役割を果たす；ＭＬ
Ｂの実行サイクル、及び／又はＭＬＢの開始の遅延が設定される；ＭＬＢに関して、有効
期間が切れた後、負荷目標が達成されるか否かにかかわらず、ＭＬＢを終了する必要があ
り、そしてそのデフォルトの実行状態が復元される；ＭＲＯは、ハンドオーバ成功率を上
げるので、ＭＬＢの実行の目標は、負荷分散配分であり、ＭＬＢは、負荷の調整のため、
ハンドオーバ成功率に対して影響を与えることができず、同時に、ＭＲＯ又は協調機能は
、ＭＬＢの実行中、ハンドオーバ成功率を監視する必要があり、そしてＭＬＢがＣＩＯを
調整した場合に、ひとたびＫＰＩが影響を受けると、ＭＬＢは直ちに停止される必要があ
り、そしてＭＬＢの以前の調整の前のネットワークパラメータ（モビリティパラメータ、
及び無線周波数パラメータ）が復元される；ネットワークが調整されているため、ＭＲＯ
の調整期間中のＭＬＢの監視は、無効であり、ＭＬＢが開始された場合、ＭＲＯの調整の
開始時からＭＲＯの調整の終了時までの期間を示すために、期間を設定する必要があり、
その期間中にＭＬＢにより監視されるデータの妥当性を再度評価する必要があり、或いは
その期間中のデータが削除される。
【０１０８】
　実施例７：節電（Ｅｎｅｒｇｙ　Ｓａｖｉｎｇ、ＥＳ）機能とＣＯＣとの間に協調関係
が存在し、そして協調プロセスは以下の通りである：
【０１０９】
　１．状態、パラメータ、及びデフォルト値を記憶するといった、補助的な操作は、前述
の複数の実施例と同じであり、そして違いは：ネットワークの構成要素（セル又は基地局
）がそれ自身の低負荷を見出した場合、ＥＳに入る条件が満たされてもよく、そしてその
後、基地局は、ＥＳに入ることをそれ自身で決定する；基地局又はセルは、失敗するかも
しれず、或いは障害を有するかもしれず、このためユーザのアクセスは受け入れられず、
低負荷に帰着し、そしてこの時、ＥＳには入ることができず；かつ協調制御及び分析の実
行が必要であり、かつ適切な動作が選択される：という点にあり、ＥＳに入ることが許可
されるか、又は補償を実行するためにＣＯＣが開始される。
【０１１０】
　２．ネットワークの構成要素がＥＳに入る条件を満たす場合、当該ネットワークの構成
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要素は、直ちにＥＳに入ることを禁止される必要があるが、ネットワークの構成要素に故
障があるか否か収集するため、或いは既存のアラーム、性能、端末障害レポート等のデー
タを探すため、ドライバ・テストの最小化（Ｍｉｎｉｍｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｒｉｖ
ｅｒ　Ｔｅｓｔ、ＭＤＴ）又は無線リンク障害（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｆａｉｌｕｒｅ
、ＲＬＦ）を開始する必要があり、これにより、ネットワーク構成要素に故障又は障害が
あるか否かを分析することができる。
【０１１１】
　ネットワーク構成要素が故障又は障害を有する場合、当該ネットワーク構成要素は、Ｅ
Ｓに入ることを禁止され、そして、補償を行うため、ＣＯＣが開始される。
【０１１２】
　障害が発生した時の、故障したネットワークのエリア、構成要素、及び時間が記録され
、そしてＭＲＯ、ＭＬＢ、ＡＮＲ、及びＥＳといったその他についても、この期間のデー
タを削除する、又はデータの妥当性を再度評価する必要がある。
【０１１３】
　ネットワーク構成要素に障害がない場合、そのネットワーク構成要素は本当に通常の軽
負荷にあると考えられ、ＥＳに入ってもよく、ＥＳの禁止は緩和され、そしてこの時、ネ
ットワーク構成要素はＥＳ状態に入ってもよい。
【０１１４】
　要約すると、上述の複数の実施例は、複数のＳＯＮ機能の間の協調技術を提供し、現在
のＳＯＮ機能が開始される前に、当該ＳＯＮ機能の協調パラメータが取得され、これによ
りＳＯＮ機能の実行を協調させるために、取得した協調パラメータを用いることができる
。ＳＯＮ機能の実行の協調は、具体的には、協調スタートアップ、協調監視、及び協調終
了等の複数の方法を含む。複数の協調パラメータは、他のＳＯＮ機能に由来してもよく、
そしてまた、ネットワークにより予め設定されたデータに由来してもよい。このように、
現在のＳＯＮ機能の実行を、他のＳＯＮと協働及び協調させることができる。これにより
、競合をより効率的に、よりスムーズに、及びより低いネットワーク問題の繰り返しの解
決で回避し、ネットワークアプリケーションの効率を向上させ、或いはユーザの使用感に
影響を与える、誤った判断に起因するネットワークパラメータの誤った調整を低減するこ
とができる。これにより、運用コストを低減するという目的を達成し、かつ装置の利用率
及び資金を改善する。
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